
１　経済動向に係る企業等の声（4～6月期）

地域の経済動向（令和6年4-6月期）
《釧路・根室地域》

【建設業】 

・ 公共工事については、資材価格等上昇による単価の見直しが図られているが、民間工事については、

価格転嫁が進んでいない実態。人手不足の問題もあり、事業規模の縮小も考えざるを得ない状況。（建

設業） 

 
【製造業】 

・ コロナ禍で飲食業から離職した人材を採用したが、短期間で辞めてしまった。地元の高校生も少な

くなっており、採用に苦慮。（食料品製造業） 

・ 中国による水産物の禁輸については、それを前提に事業を実施していることから特に影響はないが、

原魚の水揚げ量が少ないため、上半期は厳しい状況。（水産加工業） 

・ 従業員の半数以上が６０歳以上で、若手の殆どが技能実習生といった現状。担い手不足に苦慮して

いる。こうした中、タブレット導入によるペーパーレス化、生産ラインの監視システムやＳＮＳを活

用した社内の情報共有など、ＤＸ化の取組を進めている。（製造業） 

・ 水産加工業者については、町へのふるさと納税が伸びており、返礼品としての水産加工品の需要が

増加傾向にあるため堅調であると聞いている。（商工会） 

 
【卸売・小売業】 

・ コロナ禍等の影響により観光客が減少し売上も下がったものの、首都圏や関西圏の百貨店催事で売

上げは前年より増加となっている。（食料品卸売業） 

・ 運賃や光熱費の高騰により納品先に値上げを要請し理解はもらっているが、数ヶ月単位で固定費が

上がっており、卸先への値上げ申請が追いついていない状況。年に数度の値上げは難しいため、自社

で利益を削って対応している。（食料品卸売業） 

 

【運輸業】 

 ・ 運送業においても働き方改革は当然のこと。これを契機に、運送業界、ひいては社会全体の意識が

変わっていくことを期待している。これまで、安い運賃でドライバーが身を削って負担してきた実態

を広く世の中に知ってもらうことが必要。（運送業） 

 
【サービス業】 

・ 酪農については、資材・飼料価格の高騰により厳しい状況にあるが、近年落ち込んでいた仔牛価格

が多少上がってきているので、以前よりは改善していると聞いている。（商工会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

大地みらい信用金庫

R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ

釧路信用金庫

R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ

人手不足や物価高騰の影響が続くことが予想さ
れること、当地では賃上げが進んでいるとは言
い難く、当面は景況は「変わらない」と判断して
いる。

大地みらい信用金庫

観光客入込数は増加にあり一部の宿泊業者は
高稼働率を維持している。しかしながら、地域の
主産業である酪農・水産・製造業ともに原材料
価格が高止まりしており、加えて人件費負担増
から全業種の収益を圧迫。消費動向において、
物価高が続く中、実質賃金はさほどの変化がな
いことから節約志向が強く大きな伸びは見られ
ないことから、総合判断は前期同様「やや低調」
とした。

当地域主産業の漁業において、サンマ漁・秋さ
け漁の不良予想が発表される。水揚げ量減少
は全業種に影響を及ぼすこと。また、酪農業に
おいて、今期の長期天候予報では夏場の高温
が発信され、乳量の減少が予想される等景況
見通しに上昇要素は見当たらず、現在の景況
感と同じく「変わらない」と判断した。

釧路信用金庫

旅行・観光関連をみると、市内ホテルの宿泊人
数や空港乗降客数は、緩やかに持ち直してい
る。一方で、人手不足や物価高騰の影響は、ほ
ぼ全ての業種に波及しており、前期同様「普通」
と判断した。

低調

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

２ 道内金融機関から見た地域景況感（4-6月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調



資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

△ 18 △ 10 △ 9 △ 8 0 0

△ 30 △ 22

サービス業 0 △ 34 7 △ 43 △ 29 △ 44 0

0 0 0 10 0 0運輸業 △ 18 △ 30 △ 18 △ 34 △ 8

△ 20 △ 25 △ 11 △ 17 △ 15 △ 20

△ 36 △ 18

卸売・小売業 △ 11 △ 18 △ 14 △ 38 △ 38 △ 22 △ 18

△ 60 △ 30 △ 36 △ 20 △ 25 △ 31製造業 △ 10 △ 25 △ 27 △ 25 △ 40

△ 10 △ 20 △ 30 △ 18 △ 17 △ 27

△ 20 △ 18

建設業 △ 50 △ 36 △ 27 △ 10 0 △ 36 △ 18

△ 32 △ 14 △ 17 △ 12 △ 15 △ 14全業種 △ 16 △ 29 △ 15 △ 31 △ 22

R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅱ R3-Ⅲ R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ

（右軸：前年同月比（差）：％）
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